
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪解説≫ 
 本文を拡大して提示することで、子どもの注目が集まりやすく、指示を明確に伝えやすくな
ります。また、国語の授業では、挿絵等を使うことで登場人物の心情や場面の様子を理解しや
すくなります。算数（数学）の授業では、図表等を使うことで、立式までの流れを理解しやす
くなります。 
 学級の中には、必要なことに注意を向けたり注意を持続したりするのが苦手な子どもがいる
場合があります。その際、今考えることを視覚化（挿絵、図表等）することで、集中して取り
組むことができます。また、言葉だけでは意味が分からなかったり記憶に残りにくかったりす
る子どもがいる場合には、視覚的な情報を活用することで、理解を助けることになります。 
 学年で分担して挿絵や図表を作っておくと、それを共有して使うことができます。 
 
【工夫点】 
・挿絵を使って、つながりが意識できるようにする。（小 工夫例 39）  
・書画カメラで教科書をテレビに写す。(小 工夫例 40) 
 

【⑸ 発問や指示・説明】 
②「視覚的な手掛かりや具体例を挙げている」 

【⑻ 教材・教具】 
④「本文、挿絵や図表を活用している」 

◆工夫例 39 「挿絵を使って、つながりを意識させるようにする」 

 

≪国語（小学校２年生）≫ 
 

物語文の内容を理解させ
るために、挿絵を活用しま
す。どの挿絵がどの段落のも
のか、理由を説明させること
で文章とのつながりが理解
しやすくなります。 
 

◆工夫例 40 「書画カメラで教科書をテレビに写す」 

 ≪国語（小学校３年生）≫ 
 

書画カメラで教科書をテレビに写
して画面上で線を引いたり、文字を
書いたりします。文字を書き込むこ
とで、文章のつながりが理解しやす
くなります。また、授業の途中で終
わったらそのまま保存し、それを次
の授業時にテレビに映すことができ
ます。 

≪つまずきの背景≫ 
 Ａ 刺激の影響の受けやすさ、Ｂ 言語理解の困難さ、Ｃ 記憶力の弱さ、Ｄ 文脈を理解することの困難さ、 
 Ｈ 刺激の選択の困難さ、Ｋ イメージすることの困難さ、Ｎ 注意の持続の困難さ、 
 Ｏ 見通しを持つことの困難さ、Ｑ 状況理解の困難さ 
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